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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　
岩
手
県
支
部

震
災
か
ら
十
年
の
歩
み

芳
賀
　
博
典

私
た
ち
住
む
吉
里
吉
里
地

区
は
、
岩
手
県
三
陸
海
岸
に

面
し
た
大
槌
町
に
あ
り
ま

す
。海

と
向
き
合
っ
て
生
活
を

営
ん
で
い
る
私
た
ち
に
は
、

避
け
て
通
れ
な
い
「
津
波
」

と
い
う
自
然
災
害
に
度
々

襲
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に

十
年
前
の
東
日
本
大
震
災

で
は
、
想
像
を
絶
す
る
未
曾

有
の
災
害
と
な
り
、
大
槌
町

１
２
８
６
名
の
犠
牲
者
が

出
て
、
未
だ
４
１
７
名
が
行

方
不
明
の
ま
ま
で
す
。

当
地
区
で
は
、
震
災
直
後

か
ら
、
避
難
所
運
営
、
行
方

不
明
者
の
捜
索
、
道
路
網
の

確
保
、
被
災
者
支
援
等
、
各

人
被
災
し
た
立
場
で
あ
り

な
が
ら
も
仕
事
の
経
験
や

職
場
の
機
器
等
を
持
ち
寄

り
復
旧
を
進
め
、
積
極
的
に

復
興
へ
の
道
筋
を
作
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
地
区
の
先

人
よ
り
伝
え
ら
れ
染
み
つ

い
て
い
る
「
自
助
」
の
精
神

が
発
揮
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

さ
ら
に
全
国
か
ら
の
ご
支

援
や
励
ま
し
が
支
え
と
な

り
復
興
の
後
押
し
を
し
て

下
さ
っ
た
事
は
深
く
感
謝

し
忘
れ
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

震
災
後
間
も
な
く
行
政
と

一
体
と
な
り
「
吉
里
吉
里
地

域
づ
く
り
協
議
会
」
が
立
ち

上
げ
ら
れ
、
津
波
災
害
に
よ

り
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
議
論
と

検
討
を
重
ね
、
防
災
集
団
地

の
造
成
、
区
画
整
理
対
象

２
１
２
戸
、
消
防
屯
所
、
公

民
館
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
等
の
建
設
が
実
施
さ
れ

住
民
生
活
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。
最
も
早
か
っ
た
の

は
、
県
営
災
害
公
営
住
宅
の

完
成
入
居
で
二
十
五
年
八

月
に
は
高
齢
者
、
単
身
者
等

早
く
に
落
ち
着
き
た
い
被

災
者
に
と
っ
て
は
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
住
宅
で
あ
り
、
不
安

解
消
に
立
っ
た
と
い
え
ま

す
。ま

た
、
公
民
館
は
地
域
づ

く
り
の
拠
点
と
な
り
、
多
く

の
住
民
、
各
年
代
層
に
利
用

さ
れ
、
当
初
の
目
的
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
県
事
業
の
防

潮
堤
建
設
は
遅
れ
が
あ
っ

た
も
の
の
令
和
三
年
春
に

２
面
へ
つ
づ
く

受
賞
者
の
喜
び
の
声

受
賞
者
の

　
喜
び
の
声

善
行
金
章
を
受
賞
し
て

　
東
京
都
練
馬
区栗

原
　
忍

こ
の
度
は
、
令
和
三
年
度

特
別
善
行
金
章
の
栄
に
俗

し
、
光
栄
の
至
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。

関
係
各
位
に
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
学
生
時
代
を
含
め

た
七
年
間
を
警
察
の
道
場
に

お
い
て
、
青
少
年
を
対
象
に

し
た
柔
道
の
指
導
を
し
、
更

に
、
少
年
少
女
た
ち
の
た
ま

り
場
と
な
る
深
夜
の
公
園
な

ど
の
非
行
防
止
の
た
め
の
巡

回
活
動
に
携
わ
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

深
夜
の
巡
回
活
動
は
何
か

と
困
難
も
伴
い
ま
す
が
、
時

が
過
ぎ
て
、
少
年
少
女
た
ち

の
成
長
し
た
姿
に
接
し
た
時

な
ど
は
感
慨
も
ひ
と
し
お
で

ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
次
代
を
担
う

青
少
年
の
健
全
な
育
成
活

動
を
は
じ
め
と
し
て
、
日

本
善
行
会
の
主
要
テ
ー
マ

「
明
る
く
住
み
良
い
社
会

つ
く
り
」
に
更
な
る
努
力
を

尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。終

わ
り
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で

表
彰
式
は
中
止
さ
れ
ま
し
た

が
、
顕
彰
の
重
み
は
何
ら
変

わ
り
ま
せ
ん
。
日
本
善
行
会

の
一
層
の
発
展
と
会
員
各
位

の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上

げ
、
御
礼
の
辞
と
い
た
し
ま

す
。

完
成
と
な
り
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
十
年
の
歳
月
が

過
ぎ
、
建
物
は
完
成
を
み
ま

し
た
が
、
人
口
減
、
少
子
高

齢
化
、
震
災
風
化
の
進
み
が

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
課
題
を
踏
ま
え
つ

つ
、
地
域
の
絆
を
さ
ら
に
深

め
、
希
望
を
持
ち
、
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

金

　
　章

特
別
表
彰

新型コロナウイルス変異株による感染拡大が心配されています。くれぐれも気を付けて下さい。

在日米空軍横田基地での伝達と支部伝達式
こ
の
度
、
日
本
善
行
会
の
令
和

三
年
度
春
季
善
行
・
外
国
人
善
行

表
彰
に
、
在
日
米
空
軍
横
田
基
地

（
東
京
）
に
所
属
す
る
空
兵
四
名

が
、
地
域
に
お
い
て
顕
著
な
善
行

活
動
を
行
な
っ
た
と
し
て
受
賞
者

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年

に
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
措
置
と
し
て
、

例
年
五
月
に
明
治
神
宮
参
集
殿
で

行
わ
れ
る
表
彰
式
が
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
特
別
な
賞
を
全

隊
員
の
前
で
称
え
よ
う
と
、
基
地

司
令
官
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
キ
ャ
ン

ベ
ル
大
佐
は
五
月
一
〇
日
、
横
田

基
地
の
全
体
招
集
会
の
中
で
受
賞

者
（
個
人
）
四
名
に
対
し
、
そ
れ

ぞ
れ
壇
上
で
日
本
善
行
会
か
ら
贈

ら
れ
た
賞
状
、
善
行
章
、
略
章
を

伝
達
し
ま
し
た
。

横
田
基
地
の
全
体
招
集
会
で
日

本
善
行
会
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
の

は
初
め
て
の
こ
と
で
、
そ
の
全
体

招
集
会
で
は
地
域
と
の
友
好
促
進

や
善
行
活
動
の
普
及
の
大
切
さ
に

つ
い
て
も
語
ら
れ
ま
し
た
。
招
集

会
の
後
、
受
賞
者
の
一
人
で
あ
る

ジ
ア
ン
カ
ル
ロ
・
ウ
ル
フ
氏
は「
日

本
で
の
生
活
は
、
こ
れ
ま
で
の
私

の
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
一
番
充
実
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ

る
賞
を
頂
き
大
変
に
光
栄
に
思
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

台
東
区
支
部
（
支
部
長
轟
豊

藏
）
で
は
五
月
二
十
二
日
に
台

東
区
の
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
春
季
善
行
表
彰
受
賞

者
を
招
待
し
、
支
部
長
並
び
に

支
部
役
員
出
席
の
も
と
、
受
賞

者
へ
の
伝
達
式
を
開
催
し
た
。

轟
支
部
長
か
ら
表
彰
状
を
受

け
た
受
賞
者
は
「
表
彰
し
て
頂

け
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

佐
賀
県
唐
津
支
部
（
支
部
長

藤
元
秀
幸
）
で
は
五
月
二
十
九

日
に
大
成
公
民
館
に
お
い
て
会

員
二
十
名
が
出
席
し
、
コ
ロ
ナ

過
の
感
染
予
防
に
最
大
の
配
慮

を
し
て
、
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
は
藤
元
支
部
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
そ
の
後
粛
々
と
議

事
が
進
行
さ
れ
、
全
て
の
議
案

が
承
認
を
受
け
た
。

ま
た
、
春
季
善
行
表
彰
で
は

支
部
長
が
団
体
受
賞
の
学
校
等

へ
行
っ
て
直
接
賞
状
等
を
渡
す

予
定
だ
っ
た
が
コ
ロ
ナ
過
の
関

係
で
出
来
な
く
な
り
、
総
会
に

出
席
し
た
善
行
銀
章
受
賞
者
の

横
山
秀
俊
氏
に
支
部
長
か
ら
の

伝
達
が
行
わ
れ
た
。

　
台
東
区
支
部

善
行
表
彰
伝
達
式
を
開
催

横田基地で善行表彰を伝達

横田基地司令官キャンベル大佐（左）
　　　　　と受賞者のウルフ氏（右）

　
佐
賀
県
唐
津
支
部

総
会
と
伝
達
式
を
開
催


